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浄
土
教
に
お
け
る
念
仏
の
諸
相

─ 

身
体
性
を
中
心
に 

─

溪
　
　
英
　
俊

【
要
旨
】

日
本
浄
土
教
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
念
仏
に
つ
い
て
、
特
に
身
体
性
に
着
目
し
、
そ
の
変
遷
を
た
ど
る
。
ま
ず
法
然
、
親
鸞
、
一
遍

の
念
仏
観
を
確
認
す
る
。
法
然
は
、「
偏
依
善
導
一
師
」
と
そ
の
立
場
を
明
示
し
、「
念
声
是
一
」
と
称
名
念
仏
を
強
調
し
た
。
親
鸞
も

そ
の
立
場
を
受
け
継
ぐ
が
、念
仏
を
報
恩
行
と
し
て
理
解
す
る
。
一
遍
は
、浄
土
宗
西
山
派
の
流
れ
を
汲
み
、自
身
の
思
想
を
構
築
す
る
。

ま
た
、
身
体
性
に
着
目
す
る
と
、
善
導
・
法
然
に
お
い
て
、
心
で
仏
を
観
じ
る
観
念
か
ら
口
称
の
念
仏
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
親
鸞
も

同
様
に
口
称
の
念
仏
を
中
心
と
し
た
。
一
遍
は
、
口
称
の
念
仏
と
共
に
、
踊
躍
歓
喜
を
身
業
に
あ
ら
わ
す
踊
念
仏
を
行
じ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
念
仏
は
歴
史
的
展
開
の
上
で
、
心
の
範
疇
か
ら
具
体
的
な
身
体
性
を
伴
う
も
の
へ
と
拡
張
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

序
論

「
一
〇
年
、
二
〇
年
後
の
日
本
社
会
で
求
め
ら
れ
る
僧
侶
像
・
寺
院
像　

答
申
書
」
に
お
い
て
、「『
自
然
』『
身
体
性
』
を
と
も
な
う

宗
教
体
験
が
求
め
ら
れ
る
趨
勢
に
対
し
て
、
真
宗
ら
し
い
対
応
の
必
要
性
（
１
）
」
が
示
さ
れ
た
。
答
申
で
は
、「
他
宗
に
対
し
て
真
宗
と
い

う
仏
道
に
は
『
自
然
』
や
『
身
体
性
』
は
要
素
と
し
て
希
薄
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
、「『
共
感
性
』
と
い
う
真
宗
の
際
だ
っ
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た
特
長
を
生
か
し
た
様
々
な
体
験
機
会
を
創
出
し
て
い
く
方
向
性
が
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
「『
共
感
性
』
と
い
う
真
宗
の
際
だ
っ
た
特
長
」
と
い
う
点
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
等
が
催
さ
れ
、
共
に
聴
聞
し
て
き
た
と
い
う

歴
史
か
ら
も
、
浄
土
真
宗
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。

ま
た
、「
体
験
機
会
の
創
出
」
と
い
う
点
で
は
、
日
本
浄
土
教
の
系
譜
か
ら
発
展
し
た
芸
能
が
、
日
本
各
地
に
存
在
す
る
（
２
）
。
そ
れ
ら

念
仏
芸
能
の
源
泉
に
は
、
念
仏
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
宗
教
が
広
が
っ
て
い
く
上
で
、
芸
能
と
の
結
び
つ
き
は
重
要
な
も
の
で
あ
り
、

浄
土
真
宗
に
お
い
て
も
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

日
本
浄
土
教
の
展
開
に
お
い
て
、
重
要
な
人
物
の
一
人
に
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
活
躍
し
た
法
然
聖
人
（
以
下
、
法
然
）
が

い
る
。
法
然
は
、
そ
れ
ま
で
寓
宗
的
位
置
付
け
だ
っ
た
浄
土
教
を
、
一
宗
建
立
し
、
浄
土
宗
と
し
た
。
ま
た
専
修
念
仏
の
よ
う
に
、
ひ

と
つ
の
行
に
収
斂
す
る
と
い
う
、
そ
の
後
の
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
仏
教
諸
宗
派
の
方
向
性
を
決
定
付
け
た
。
法
然
の
弟
子
の
一
人
に

親
鸞
聖
人
（
以
下
、
親
鸞
）
が
い
る
。
親
鸞
は
今
日
、
浄
土
真
宗
の
宗
祖
と
さ
れ
る
が
、
親
鸞
自
身
に
立
教
開
宗
の
意
図
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
曽
孫
で
あ
る
覚
如
上
人
に
よ
り
、
浄
土
宗
諸
派
と
は
異
な
る
位
置
付
け
が
な
さ
れ
、
結
果
、
浄
土
真
宗
と
い
う
一
宗
が
成
立
す

る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、
親
鸞
よ
り
わ
ず
か
ば
か
り
時
代
が
下
る
と
、
遊
行
と
賦
算
に
よ
り
念
仏
を
広
め
た
一
遍
上
人
（
以
下
、
一
遍
）

に
よ
る
時
宗
が
興
る
（
３
）
。

よ
っ
て
拙
稿
で
は
、
法
然
・
親
鸞
・
一
遍
の
念
仏
観
を
通
し
て
歴
史
的
展
開
を
確
認
し
つ
つ
、
答
申
書
に
お
い
て
他
宗
に
比
し
て
希

薄
と
さ
れ
た
「
身
体
性
」
の
部
分
に
着
目
し
て
み
た
い
。
こ
の
語
は
一
般
的
に
身
体
が
持
つ
性
質
の
こ
と
を
指
す
が
、
分
野
毎
に
定
義

が
異
な
る
。
そ
の
た
め
今
回
は
、「
身
体
的
な
行
為
」
と
い
う
限
定
的
な
意
味
で
用
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
こ
と
わ
っ
て
お
く
。
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第
一
章　

法
然
・
親
鸞
・
一
遍
の
教
義
的
念
仏
観

第
一
項　

法
然
の
念
仏
観

法
然
は
、平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
僧
侶
で
あ
り
、浄
土
宗
の
開
祖
で
あ
る
。
当
時
、浄
土
思
想
を
始
め
、念
仏
は
、

源
信
な
ど
に
よ
っ
て
す
で
に
広
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
浄
土
教
は
、
修
行
に
適
し
た
土
に
往
き
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
継
続
的
に
修
行
を

し
て
仏
果
を
得
よ
う
と
す
る
寓
宗
の
如
き
扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
法
然
が
、
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
阿
弥
陀
仏
の
救
済

で
あ
る
と
し
た
点
は
、
浄
土
教
思
想
の
上
で
画
期
的
な
転
換
だ
と
評
さ
れ
る
。

法
然
は
、
承
安
五
（
一
一
七
五
）
年
、
四
三
歳
の
時
に
、
善
導
の
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」
就
行
立
信
釈
の
文
（
４
）

に
よ
っ
て
浄
土
教
に

回
心
し
た
と
い
う
（
５
）
。
そ
し
て
、
主
著
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
『
選
択
集
』）
三
選
の
文
に
お
い
て
、

計
也
、
夫
速
欲
離
生
死
、
二
種
勝
法
中
、
且
閣
聖
道
門
選
入
浄
土
門
。
欲
入
浄
土
門
、
正
雑
二
行
中
、
且
抛
諸
雑
行
選
応
帰
正
行
。

欲
修
於
正
行
、
正
助
二
業
中
、
猶
傍
於
助
業
選
応
専
正
定
。
正
定
之
業
者
即
是
称
仏
名
。
称
名
必
得
生
。
依
仏
本
願
故
。

は
か
り
み
れ
ば
、
そ
れ
す
み
や
か
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
は
ば
、
二
種
の
勝
法
の
な
か
に
、
し
ば
ら
く
聖
道
門
を
閣
き
て
選
び

て
浄
土
門
に
入
る
べ
し
。
浄
土
門
に
入
ら
ん
と
欲
は
ば
、
正
雑
二
行
の
な
か
に
、
し
ば
ら
く
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
を
抛
て
て
選
び

て
正
行
に
帰
す
べ
し
。
正
行
を
修
せ
ん
と
欲
は
ば
、
正
助
二
業
の
な
か
に
、
な
ほ
助
業
を
傍
ら
に
し
て
選
び
て
正
定
を
も
つ

ぱ
ら
に
す
べ
し
。
正
定
の
業
と
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
仏
名
を
称
す
る
な
り
。
名
を
称
す
れ
ば
、
か
な
ら
ず
生
ず
る
こ
と
を
得
。

仏
の
本
願
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
な
り
（
６
）
。
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と
述
べ
、
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
必
ず
往
生
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
根
拠
は
、
善
導
の
就
行
立
信
釈
を
受
け
て
、
仏
の
本
願

力
に
依
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
法
然
が
こ
の
よ
う
な
着
想
を
得
た
背
景
を
う
か
が
っ
て
み
る
と
、『
和
語
灯
録
』
に
は
、

し
か
る
に
世
す
で
に
末
法
な
り
、
人
み
な
悪
人
な
り
（
７
）

と
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
時
代
観
、
人
間
観
を
有
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
日
本
社
会
で
は
、
永
承
七
（
一
〇
五
二
）

年
を
末
法
元
年
と
す
る
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、
藤
原
氏
が
要
職
を
占
め
た
摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ
と

体
制
が
移
り
変
わ
り
、
さ
ら
に
武
士
の
台
頭
が
顕
著
と
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
た
め
治
安
が
乱
れ
、
民
衆
の
不
安
も
増
大
し
た
。

こ
の
よ
う
な
乱
世
・
濁
悪
の
世
の
劣
っ
た
機
根
に
相
応
す
る
教
え
と
し
て
、
法
然
は
専
修
念
仏
の
一
行
を
選
び
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
選
択
は
行
者
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
選
び
と
ら
れ
た
側
面
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関

し
て
、『
選
択
集
』「
本
願
章
」
に
は
、
五
つ
の
問
答
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
の
問
答
で
は
、
法
蔵
菩
薩
の
発
願
に
つ
い
て
論
じ
る
。

『
仏
説
無
量
寿
経
』（
以
下
『
大
経
』）、『
大
阿
弥
陀
経
』
に
示
さ
れ
る
法
蔵
菩
薩
の
発
願
修
行
を
引
用
し
、
そ
の
上
で
『
大
阿
弥
陀
経
』

に
よ
り
、「
選
択
」
の
語
を
取
り
あ
げ
、「
取
捨
の
義
」
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
法
蔵
菩
薩
は
清
浄
の
行
や
善
妙
の
国
土
な
ど
を
選

び
取
っ
た
こ
と
を
示
し
、
問
答
の
最
後
に
、

即
今
選
捨
前
布
施
持
戒
、
乃
至
孝
養
父
母
等
諸
行
、
選
取
専
称
仏
号
。
故
云
選
択
也
。

す
な
は
ち
い
ま
前
の
布
施
・
持
戒
、
乃
至
孝
養
父
母
等
の
諸
行
を
選
捨
し
て
、
専
称
仏
号
を
選
取
す
。
ゆ
ゑ
に
選
択
と
い
ふ
（
８
）

。
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と
、
専
称
仏
名
を
選
択
さ
れ
た
と
示
し
て
い
る
。
続
い
て
第
二
の
問
答
で
は
、
な
ぜ
法
蔵
菩
薩
が
第
十
八
願
に
お
い
て
諸
行
を
選
び
捨

て
、
念
仏
一
行
を
先
取
し
た
の
か
と
い
う
問
を
立
て
、

聖
意
難
測
。
不
能
輒
解
。
雖
然
今
試
以
二
義
解
之
、
一
者
勝
劣
義
、
二
者
難
易
義
。

聖
意
測
り
が
た
し
。
た
や
す
く
解
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
い
ま
試
み
に
二
の
義
を
も
っ
て
こ
れ
を
解
せ
ば
、

一
に
は
勝
劣
の
義
、
二
に
は
難
易
の
義
な
り
（
９
）
。

と
、
念
仏
を
勝
劣
、
難
易
の
二
義
に
よ
っ
て
区
分
し
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
勝
劣
の
義
に
つ
い
て
は
、
名
号
の
中
に
、
内
証
・

外
用
の
す
べ
て
の
功
徳
が
お
さ
ま
っ
て
い
る
た
め
だ
と
す
る）

（1
（

。
次
の
難
易
の
義
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
為
性
の
難
易
に
よ
っ
て
示
し
て

い
る）

（（
（

。
さ
ら
に
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
や
源
信
の
『
往
生
要
集
』
に
よ
っ
て
助
顕
し
、

故
知
、念
仏
易
故
通
於
一
切
。
諸
行
難
故
不
通
諸
機
。
然
則
為
令
一
切
衆
生
平
等
往
生
、捨
難
取
易
、為
本
願
歟
。（
中
略
）
当
知
、

以
上
諸
行
等
而
為
本
願
者
、
得
往
生
者
少
不
往
生
者
多
。
然
則
弥
陀
如
来
、
法
蔵
比
丘
之
昔
被
催
平
等
慈
悲
、
普
為
摂
於
一
切
、

不
以
造
像
起
塔
等
諸
行
為
往
生
本
願
。
唯
以
称
名
念
仏
一
行
為
其
本
願
也
。

ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
念
仏
は
易
き
が
ゆ
ゑ
に
一
切
に
通
ず
。
諸
行
は
難
き
が
ゆ
ゑ
に
諸
機
に
通
ぜ
ず
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
一
切

衆
生
を
し
て
平
等
に
往
生
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
難
を
捨
て
易
を
取
り
て
、
本
願
と
な
し
た
ま
へ
る
か
。（
中
略
）
ま
さ
に
知

る
べ
し
、
上
の
諸
行
等
を
も
つ
て
本
願
と
な
さ
ば
、
往
生
を
得
る
も
の
は
少
な
く
、
往
生
せ
ざ
る
も
の
は
多
か
ら
ん
。
し
か
れ

ば
す
な
は
ち
弥
陀
如
来
、
法
蔵
比
丘
の
昔
平
等
の
慈
悲
に
催
さ
れ
て
、
あ
ま
ね
く
一
切
を
摂
せ
ん
が
た
め
に
、
造
像
起
塔
等
の

諸
行
を
も
つ
て
往
生
の
本
願
と
な
し
た
ま
は
ず
。
た
だ
称
名
念
仏
一
行
を
も
つ
て
そ
の
本
願
と
な
し
た
ま
へ
り）

（1
（

。
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と
述
べ
る
。
も
し
仏
像
を
造
り
、
塔
寺
を
建
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
う
と
い
う
本
願
な
ら
ば
、
大
多
数
を
占
め
る
貧
賎
の
者
が
洩
れ
る

こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
同
様
の
論
調
で
、
愚
鈍
下
智
・
少
聞
小
見
・
破
戒
無
戒
の
人
々
こ
そ
、
本
願
は
目
当
て
と
し
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
は
先
に
確
認
し
た
『
和
語
灯
録
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
人
間
観
と
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
法
然
の
本
願
観
が
時
機
相
応
と

い
う
点
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
法
然
が
庵
を
構
え
た
吉
水
に
は
、
僧
俗
相
集
い
、
教
え
を
聞
い
た
と
い
う
。
そ
の
教
化
方
法
に
つ
い
て
は
、
応
病
与
薬
的
な

態
度
だ
と
評
さ
れ
る
。
例
え
ば
念
仏
に
つ
い
て
も
、『
選
択
集
』
三
選
の
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
称
名
念
仏
一
行
を
選
び
取
る
よ
う
な

表
現
が
あ
る
一
方
で
、

我
こ
ゝ
ろ
弥
陀
仏
の
本
願
に
乗
じ
、
決
定
往
生
の
信
を
と
る
う
え
に
は
、
他
の
善
根
に
結
縁
し
、
助
成
せ
む
㕝
、
ま
た
く
雑
行
と

な
る
べ
か
ら
ず
。
わ
が
往
生
の
助
業
と
な
る
べ
き
也）

（1
（

。

と
、
決
定
往
生
の
信
を
得
た
上
に
お
い
て
は
、
雑
行
で
あ
っ
て
も
、
も
は
や
雑
行
と
は
な
ら
ず
、
念
仏
往
生
の
た
め
の
助
業
と
し
て
転

換
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、

問
て
い
は
く
、念
仏
の
ほ
か
の
余
善
を
ば
、往
生
の
業
に
あ
ら
ず
と
て
、修
す
べ
か
ら
ず
と
い
う
事
あ
り
。
こ
れ
は
し
か
る
べ
し
や
。

答
て
い
は
く
、
た
と
へ
ば
人
の
み
ち
を
ゆ
く
に
、
主
人
一
人
に
つ
き
て
、
お
ほ
く
の
眷
属
の
ゆ
く
が
ご
と
し
。
往
生
の
業
の
中
に

念
仏
は
主
人
也
、
余
の
善
は
眷
属
也
。
し
か
り
と
い
ひ
て
余
善
を
き
ら
ふ
ま
で
は
あ
る
べ
か
ら
ず）

（1
（

。

と
、
念
仏
と
余
善
の
関
係
を
主
人
と
眷
属
に
譬
え
、
余
善
も
否
定
し
な
い
。
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以
上
確
認
し
た
よ
う
に
、
法
然
は
、
時
機
相
応
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
選
択
本
願
の
念
仏
を
中
心
と
し
た
上
で
、
さ
ら
に
一
度
選
び

捨
て
た
雑
行
も
、
念
仏
往
生
の
た
め
の
助
業
へ
と
転
換
す
る
と
い
っ
た
、
清
濁
併
せ
呑
む
よ
う
な
寛
容
な
視
点
に
立
っ
た
念
仏
観
を
有

し
て
い
た
と
い
え
る
。第

二
項　

親
鸞
の
念
仏
観

親
鸞
は
、九
歳
で
得
度
し
比
叡
山
に
登
り
修
行
し
た
。
そ
こ
で
の
行
実
は
詳
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、『
恵
信
尼
消
息
』
に
よ
れ
ば
、

堂
僧
で
あ
っ
た）

（1
（

。
こ
の
堂
僧
と
は
、
当
時
一
般
に
、
比
叡
山
の
常
行
三
昧
堂
に
勤
め
る
不
断
念
仏
衆
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。『
恵
信
尼
消
息
』
に
依
拠
し
た
と
し
て
も
、
親
鸞
が
ど
の
時
期
か
ら
堂
僧
と
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
二
九
歳
で
六
角

堂
に
参
籠
す
る
ま
で
に
、
念
仏
を
行
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
夢
告
に
よ
り
法
然
門
下
と
な
る
。
以
来
、

法
然
の
も
と
で
浄
土
教
を
学
び
、元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、『
選
択
集
』
の
書
写
を
許
さ
れ
て
い
る
。
承
元
元
（
一
二
〇
七
）
年
、

承
元
の
法
難
に
お
い
て
越
後
へ
流
さ
れ
た
。
法
難
以
後
、
法
然
と
再
会
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
生
涯
を
通
じ
て
法
然
の
弟
子
で
あ

る
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
自
宗
を
建
立
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
念
仏
に
つ
い
て
も
法
然
の
専
修

念
仏
の
立
場
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
表
現
に
つ
い
て
法
然
と
親
鸞
で
は
、
相
違
点
も
見
ら
れ
る
。
以
下
、
親
鸞

の
念
仏
観
を
確
認
す
る
。

ま
ず
親
鸞
は
、『
教
行
証
文
類
』「
行
文
類
」
に
お
い
て
、

謹
按
往
相
廻
向
、
有
大
行
、
有
大
信
。
大
行
者
則
称
無
礙
光
如
来
名
。

つ
つ
し
ん
で
往
相
の
回
向
を
案
ず
る
に
、
大
行
あ
り
、
大
信
あ
り
。
大
行
と
は
す
な
は
ち
無
礙
光
如
来
の
名
を
称
す
る
な
り）

（1
（

。
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と
、
無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
こ
と
を
大
行
と
位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
法
然
の
『
選
択
集
』
冒
頭
の
、

南
無
阿
弥
陀
仏

「
南
無
阿
弥
陀
仏　

往
生
の
業
は
念
仏
を
本
と
す
」
と）

（1
（

。

と
い
う
一
文
を
引
用
し
、
さ
ら
に
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
正
嘉
本
）
に
は
、

「
正
定
之
業
者
即
是
称
仏
名
」
と
い
ふ
は
、
正
定
の
業
因
は
す
な
は
ち
こ
れ
仏
名
を
と
な
ふ
る
也）

（1
（

。

と
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
然
の
主
張
し
た
称
名
念
仏
に
よ
る
往
生
の
立
場
を
継
承
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
方
で
、「
正
像
末
和
讃
」
に
、

不
思
議
の
仏
智
を
信
ず
る
を　

報
土
の
因
と
し
た
ま
へ
り

信
心
の
正
因
う
る
こ
と
は　

か
た
き
が
な
か
に
な
ほ
か
た
し）

（1
（

と
あ
る
よ
う
に
、
信
心
を
浄
土
往
生
の
因
（
信
心
正
因
）
と
す
る
表
現
が
あ
る
。「
行
文
類
」
に
は
、

正
定
之
因
唯
信
心

正
定
の
因
は
た
だ
信
心
な
り）

11
（

。

往
生
之
業

念
仏
為
本



浄土真宗総合研究 12

57

と
あ
り
、ほ
か
に
「
信
文
類
」
を
中
心
に
、信
心
正
因
の
表
現
が
多
数
見
ら
れ
る）

1（
（

。
そ
の
う
え
で
、称
名
に
つ
い
て
考
え
る
と
、「
行
文
類
」

に
、

憶
念
弥
陀
仏
本
願　

自
然
即
時
入
必
定

唯
能
常
称
如
来
号　

応
報
大
悲
弘
誓
恩

弥
陀
仏
の
本
願
を
憶
念
す
れ
ば
、
自
然
に
即
の
と
き
必
定
に
入
る
。

た
だ
よ
く
つ
ね
に
如
来
の
号
を
称
し
て
、
大
悲
弘
誓
の
恩
を
報
ず
べ
し
と
い
へ
り）

11
（

。

と
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
憶
念
す
れ
ば
、
即
時
に
必
定
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
如
来
の
名
号
を
称
し
、
恩
に
報
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
称
名
を
報
恩
と
す
る
理
解
（
称
名
報
恩
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
化
身
土
文
類
」
に
は
、

哉
爰
久
入
願
海
深
知
仏
恩
。
為
報
謝
至
徳
、
摭
真
宗
簡
要
恒
常
称
念
不
可
思
議
徳
海
。

こ
こ
に
久
し
く
願
海
に
入
り
て
、
深
く
仏
恩
を
知
れ
り
。
至
徳
を
報
謝
せ
ん
が
た
め
に
、
真
宗
の
簡
要
を
摭
う
て
、
恒
常
に
不

可
思
議
の
徳
海
を
称
念
す）

11
（

。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
不
可
思
議
の
徳
海
と
は
、称
え
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
不
可
思
議
の
名
号
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ

て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
願
海
に
入
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
仏
恩
に
対
す
る
報
謝
の
た
め
に
名
号
を
称
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る

の
で
、
先
の
「
行
文
類
」
の
文
と
同
じ
く
、
称
名
報
恩
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
衆
生
の
称
名
の
功
を
全
否
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
法
然
の
称
名
念
仏
に
よ
る
往
生
を
継
承
し
た
立
場
と
異
な
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
法
然
自
身
に
も
「
涅
槃
之
城
以
信
為
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能
入）

11
（

」
と
い
っ
た
表
現
が
あ
り
、
法
然
の
上
に
親
鸞
が
信
心
正
因
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
思
想
的
根
拠
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

両
者
は
思
想
的
に
異
な
る
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

付
言
す
れ
ば
、
親
鸞
は
、
善
導
の
六
字
釈
を
解
釈
し
、

爾
者
南
無
之
言
帰
命
。
帰
言　
　

又
帰
説
也
、
説
字　
　

又
帰
説
也
、
説
字　
　
　
　
　
　
　
　
　

命
言　
　
　
　
　
　
　
　
　

是
以
帰
命
者
本
願
招
喚
之
勅
命
也
。

し
か
れ
ば
、「
南
無
」
の
言
は
帰
命
な
り
。「
帰
」
の
言
は
、
至
な
り
、　

ま
た
帰
説
な
り
、
説
の
字
は
、
悦
の
音
な
り
。　

ま

た
帰
説
な
り
、
説
の
字
は
、
税
の
音
な
り
。
悦
税
二
つ
の
音
は
告
な
り
、
述
な
り
、
人
の
意
を
宣
述
す
る
な
り
。「
命
」
の
言
は
、

業
な
り
、
招
引
な
り
、
使
な
り
、
教
な
り
、
道
な
り
、
信
な
り
、
計
な
り
、
召
な
り
。　

こ
こ
を
も
つ
て
「
帰
命
」
は
本
願
招

喚
の
勅
命
な
り）

11
（

。

と
述
べ
、
名
号
の
「
南
無
」
を
帰
命
で
あ
り
、
本
願
招
喚
の
勅
命
と
理
解
す
る
。
つ
ま
り
、
名
号
そ
の
も
の
に
衆
生
を
浄
土
に
迎
え
入

れ
る
は
た
ら
き
が
あ
る
と
見
て
い
る
。
さ
ら
に
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
正
嘉
本
）
に
は
、

「
言
南
無
者
」
と
い
ふ
は
、
す
な
わ
ち
帰
命
と
ま
ふ
す
み
こ
と
は
也
。
帰
命
は
、
す
な
わ
ち
釈
迦
・
弥
陀
の
二
尊
の
勅
命
に
し
た

が
ひ
て
、
め
し
に
か
な
ふ
と
ま
ふ
す
こ
と
ば
な
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
「
即
是
帰
命
」
と
の
た
ま
へ
り）

11
（

。

と
述
べ
、
釈
迦
弥
陀
二
尊
か
ら
の
勅
命
に
対
し
て
、
衆
生
が
従
う
（
信
心
）
と
い
う
呼
応
関
係
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
は
念
仏
に
つ
い
て
、
名
号
の
力
用
そ
の
も
の
を
語
る
場
合
と
、
そ
の
は
た
ら
き
か
け
に
対
す
る
衆
生
の
信
心
と

至也

税
音
悦
税
二
音
告
也

述
也
宣
述
人
意
也

悦音

業
也
招
引
也
使
也
教
也

道
也
信
也
計
也
召
也
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い
う
呼
応
関
係
を
含
ん
で
語
る
場
合
が
あ
る
と
い
え
る
。
法
然
の
選
択
本
願
の
念
仏
の
上
に
立
脚
し
な
が
ら
、
信
心
獲
得
後
の
念
仏
を

報
恩
と
す
る
点
が
、
親
鸞
の
念
仏
観
の
特
徴
と
い
え
る
。

第
三
項　

一
遍
の
念
仏
観

第
一
節　

一
遍
の
修
学
背
景

一
遍
は
、
時
宗
の
祖
と
さ
れ
る
。
そ
の
教
化
の
特
徴
は
、
全
国
の
遊
行
と
賦
算
、
そ
し
て
踊
念
仏
で
あ
る
。
特
に
踊
念
仏
と
い
う
独

特
の
形
態
に
意
識
が
向
き
や
す
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
一
遍
の
念
仏
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
理
解

を
う
か
が
っ
て
み
た
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
一
遍
の
修
学
背
景
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

一
遍
は
一
〇
歳
の
時
（
宝
治
二
（
一
二
四
八
）
年
）
に
出
家
し）

11
（

、建
長
四
（
一
二
五
二
）
年
に
九
州
太
宰
府
の
聖
し
ょ
う
た
つ達
の
も
と
を
訪
ね
る
。

聖
達
は
浄
土
宗
西
山
派
祖
証
空
の
高
弟
で
あ
っ
た
。
一
遍
の
父
・
河
野
通
広
も
京
都
で
証
空
に
学
ん
で
い
た
た
め
聖
達
と
は
同
門
に
な

り
、
そ
の
縁
を
頼
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
同
じ
く
証
空
門
下
の
華
台）

11
（

に
も
学
ぶ
。
以
来
、
一
年
ほ
ど
華
台
の
も
と

で
学
び
、
再
び
聖
達
に
師
事
し
た
。
弘
長
三
（
一
二
六
三
）
年
に
、
父
通
広
が
没
し
た
た
め
故
郷
伊
予
国
に
戻
り
還
俗
し
、
父
の
後
を

継
ぐ
が
、
再
度
出
家
す
る）

12
（

。

一
遍
の
師
事
し
た
聖
達
・
華
台
の
両
師
が
、
証
空
上
人
（
以
下
証
空
）
の
直
弟
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
遍
は
浄
土
宗
西
山
派
の
学

系
に
位
置
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
証
空
の
念
仏
観
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
西
山
派
祖
、
証
空
の
念
仏
観
を
概
観
し
て
お
く
。
証
空
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
師
で
あ
る
法
然
と
比
較
し
、



浄土教における念仏の諸相

60

法
然
房
切
諸
行
頸
、
弟
子
善
慧
房
生
取
諸
行
申
也）

11
（

。

法
然
房
は
諸
行
の
頸
を
切
り
、
弟
子
の
善
慧
房
は
諸
行
を
生
け
捕
り
に
す
と
申
す
な
り
。

と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
証
空
が
弘
願
に
帰
す
る
前
後
を
厳
密
に
分
け
、
弘
願
に
帰
し
た
後
は
一
切
の
善
根
を
往
生
の
行
業
で
あ

る
と
融
会
し
、
広
い
意
味
で
の
念
仏
と
す
る
こ
と
に
よ
る
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
法
然
に
も
本
願
に
帰
し
た
上
で
、

諸
行
は
念
仏
往
生
の
た
め
の
助
業
と
な
る
と
い
っ
た
説
示
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
証
空
は
、『
観
念
法
門
自
筆
御
鈔
』
に
お
い
て
、

念
心
既
ニ
徹
レ
バ
、
必
ズ
声
ニ
顕
ハ
ル
。
世
間
ノ
苦
楽
共
ニ
声
ニ
顕
ハ
レ
テ
、
心
ノ
底
ヲ
示
ス
ガ
如
シ
。
今
仏
ニ
帰
命
ス
ル
志
極

マ
レ
バ
、
其
ノ
思
ヲ
声
ニ
顕
ハ
ス
ベ
シ
。
況
ン
ヤ
名
ハ
必
ズ
体
ヲ
召
ス
。
弥
陀
弘
願
ノ
体
ニ
帰
セ
バ
、
彼
ノ
仏
ノ
名
号
ヲ
称
ヘ
テ
、

三
業
共
ニ
他
ナ
キ
謂
ヲ
顕
ハ
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ）

1（
（

。

と
述
べ
、
称
名
念
仏
は
信
心
に
も
と
づ
く
こ
と
を
述
べ
る
。
さ
ら
に
阿
弥
陀
仏
の
弘
願
そ
の
も
の
に
帰
依
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
が
称
名

と
な
り
、
阿
弥
陀
仏
の
身
口
意
の
三
業
と
衆
生
の
身
口
意
の
三
業
が
不
離
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
一
遍

の
念
仏
観
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

証
空
は
、
仏
体
即
行
説
を
立
て
、
往
生
の
行
業
を
衆
生
の
行
業
で
は
な
く
、
願
成
就
の
阿
弥
陀
仏
体
の
上
で
語
る
。
こ
れ
は
衆
生
が

往
生
す
る
根
拠
を
、
法
蔵
菩
薩
が
四
十
八
願
を
成
就
し
て
、
成
仏
し
た
事
だ
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
も
と
づ
け
ば
、「
證

空
の
教
学
に
お
い
て
『
南
無
阿
弥
陀
仏
』
の
六
字
名
号
釈
に
は
独
自
の
理
解
が
あ
り
、
我
々
衆
生
に
と
っ
て
最
も
重
要
か
つ
必
要
な

こ
と
は
、
弥
陀
正
覚
の
謂
わ
れ
を
知
り
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
事
か
ら
、
善
導
や
法
然
が
最
も
重
視
し
た
称
名
が
、

一
段
下
が
っ
た
処
に
位
置
づ
く
感
は
否
め
な
い
が
、
決
し
て
そ
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る）

11
（

」、
さ
ら
に
「
我
々
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衆
生
が
平
生
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
を
思
う
心
が
極
ま
る
時
、
そ
の
念
い
は
必
ず
声
と
な
っ
て
顕
れ
る
も
の）

11
（

」
で
あ
り
、
ま
た
「
我
々
の

心
は
妄
想
顛
倒
の
心
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
称
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
仏
の
五
劫
兆
載
永
劫
の
願
行
全
て
が
名

号
に
納
ま
り
、
仏
の
恩
徳
に
よ
り
生
死
を
離
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
え
る
と
共
に
大
慈
大
悲
の
功
徳
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
時
、
あ
ま
り
の
嬉
し
さ
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
と
す
る
「
う
れ
し
さ
」
の
あ
ま
り
称
え
る
念
仏
を
説

く
の
で
あ
る）

11
（

」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

中
に
心
を
そ
へ
ず
、
申
せ
ば
生
と
信
じ
て
、
ほ
れ
ぼ
れ
と
南
無
阿
弥
陀
仏
と
と
な
ふ
る
が
、
本
願
の
念
仏
に
て
は
あ
る
な
り
。
こ

れ
を
白
木
の
念
仏
と
は
、
い
ふ
な
り
と
ぞ
の
給
け
る）

11
（

。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
衆
生
の
は
か
ら
い
を
捨
て
念
仏
申
す
こ
と
が
他
力
の
念
仏
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
白
木
の
念
仏
と
呼
ん
で
い
る
。

た
だ
し
、「
申
せ
ば
生
と
信
じ
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
証
空
の
場
合
、
衆
生
の
信
心
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
、
首
尾
一
貫
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

第
二
節　

一
遍
の
念
仏
観

文
永
八
（
一
二
七
一
）
年
、一
遍
は
信
濃
の
善
光
寺
に
参
籠
す
る
。
こ
の
参
籠
中
に
、感
得
し
た
二
河
白
道
の
本
尊
を
描
き
、帰
国
後
、

窪
寺
の
庵
室
に
そ
れ
を
掲
げ
、人
と
の
交
わ
り
を
避
け
て
三
年
間
行
住
座
臥
の
行
を
行
っ
た
。
そ
の
時
に
「
十
一
不
二
頌
」
を
感
得
し
、

衆
生
利
益
を
決
心
し
た
と
い
う
。
こ
の
「
十
一
不
二
頌
」
に
つ
い
て
、「
一
遍
教
学
の
根
本
的
立
場
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る）

11
（

」
と
い

う
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
頌
は
『
一
遍
聖
絵
』
に
、
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十
劫
正
覚
衆
生
界　

一
念
往
生
弥
陀
国

十
一
不
二
証
無
生　

国
界
平
等
坐
大
会）

11
（

十
劫
に
正
覚
す
衆
生
界
、
一
念
に
往
生
す
弥
陀
の
国
、

十
と
一
と
は
不
二
に
し
て
無
生
を
証
し
、
国
と
界
と
は
平
等
に
し
て
大
会
に
坐
す
。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
十
一
不
二
」
と
は
、第
一
句
「
十
劫
正
覚
」
の
「
十
」
と
、第
二
句
「
一
念
往
生
」
の
「
一
」
を
指
し
て
お
り
、

阿
弥
陀
仏
の
十
劫
正
覚
と
、
一
念
往
生
が
不
二
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る）

11
（

。
十
劫
の
昔
に
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
が
成
就
さ
れ
た
。
願
に

「
不
取
正
覚
」
と
あ
る
の
に
成
仏
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
願
力
が
成
就
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
衆
生
が
称
え
た
一
念
の
所

に
お
い
て
、
十
劫
の
昔
の
阿
弥
陀
仏
の
正
覚
と
現
在
の
衆
生
が
不
二
と
な
る
、
と
い
う
の
が
一
遍
の
理
解
で
あ
る
。

そ
の
後
、
岩
屋
寺
に
参
籠
し
、
遁
世
の
覚
悟
が
で
き
る
よ
う
に
と
祈
願
し
た
。
そ
の
後
一
遍
は
財
を
捨
て
、
肉
親
一
族
と
の
縁
を
絶

つ
こ
と
に
な
る
。

文
永
一
一
（
一
二
七
四
）
年
、
一
遍
は
故
郷
を
後
に
し
て
遊
行
賦
算
の
旅
に
出
る
。
ま
ず
天
王
寺
で
参
籠
し
、
出
家
の
十
戒
を
守
る

と
い
う
制
文
を
納
め
、
如
来
の
禁
戒
を
受
け
て
念
仏
賦
算
を
開
始
し
た
。
続
い
て
高
野
山
を
経
て
、
熊
野
山
中
で
賦
算
を
し
て
い
る
と

き
、
熊
野
権
現
よ
り
念
仏
賦
算
の
神
託
を
受
け
た
。『
一
遍
聖
絵
』
で
は
、
熊
野
権
現
の
神
託
の
内
容
を
示
し
、

融
通
念
仏
す
ゝ
む
る
聖
、
い
か
に
念
仏
を
ば
あ
し
く
す
ゝ
め
ら
る
ゝ
ぞ
。
御
房
の
す
ゝ
め
に
よ
り
て
一
切
衆
生
は
じ
め
て
往
生
す

べ
き
に
あ
ら
ず
。
阿
弥
陀
仏
の
十
劫
正
覚
に
、
一
切
衆
生
の
往
生
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
必
定
す
る
と
こ
ろ
也
。
信
不
信
を
え
ら
ば

ず
、
浄
不
浄
を
き
ら
は
ず
、
そ
の
札
を
く
ば
る
べ
し）

12
（

。
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と
あ
る
。
こ
の
信
託
に
先
立
ち
、
熊
野
で
賦
算
中
に
、
ひ
と
り
の
僧
が
自
分
に
は
信
心
が
起
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
札
を
受
け
取
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
僧
が
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
周
り
の
人
々
も
札
を
受
け
取
ら
な
く
な
る
と
思
い
、「
信
心
が
起
き
な
く
て
も

受
け
取
っ
て
く
れ
」
と
強
引
に
札
を
渡
す
、
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
気
が
か
り
と
な
り
、
熊
野
の
本
宮
に
籠
も
っ
て
願
を

立
て
て
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
先
の
神
託
を
受
け
た
と
い
う
。
一
遍
が
勧
め
た
か
ら
、
一
切
衆
生
が
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
。

十
劫
正
覚
に
お
い
て
、
一
切
衆
生
の
往
生
が
決
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
往
生
の
因
は
阿
弥
陀
仏
の
側
で
成
立
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

札
を
配
る
相
手
の
信
不
信
、
浄
不
浄
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
一
遍
は
、

大
権
の
神
託
を
さ
づ
か
り
し
後
、
い
よ
〓
〓
他
力
本
願
の
深
意
を
領
解
せ
り）

11
（

と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
熊
野
の
神
託
が
一
遍
の
思
想
を
貫
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
播
州
法
語
集
』
に
は
、

我
法
門
は
熊
野
の
御
夢
想
の
口
伝
な
り）

1（
（

。

と
い
う
。
こ
の
神
託
か
ら
理
解
で
き
る
の
は
、
一
つ
に
は
阿
弥
陀
仏
を
、
十
劫
正
覚
の
仏
で
あ
り
、
そ
の
正
覚
に
お
い
て
一
切
衆
生
の

往
生
が
決
定
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
見
た
、
証
空
の
教
学
に
類
似
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
神
託
は
続
け
て
「
信
不
信
を
え
ら
ば
ず
」
と
い
う
。
一
遍
は
、
信
心
が
起
こ
ら
な
い
か
ら
受
け
取
ら
な
い
と
い
う
僧
侶
に

対
し
、
強
引
に
賦
算
し
た
。
こ
の
出
来
事
に
よ
っ
て
一
遍
は
信
心
に
つ
い
て
悩
み
、
そ
こ
で
出
て
き
た
結
論
が
、
衆
生
の
側
に
お
け
る

信
不
信
を
問
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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わ
が
身
わ
が
心
は
不
定
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
身
は
無
常
遷
流
の
形
な
れ
ば
念
々
生
滅
す
。
心
は
妄
念
な
れ
ば
虚
妄
な
り）

11
（

。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
一
遍
は
、
人
の
心
は
妄
念
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
心
で
起
こ
す
信
心
を
往
生
の
因
と
す
る
事
は
不
可
能
で

あ
る
と
見
た
。
こ
の
内
容
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
、

凡
夫
の
心
に
は
決
定
な
し
、
決
定
は
名
号
な
り
。
し
か
れ
ば
決
定
往
生
の
信
た
ゝ
ず
共
、
口
に
任
せ
て
称
名
せ
ば
往
生
す
べ
き
な

り
。
所
以
に
往
生
は
心
品
に
よ
ら
ず
、
名
号
に
よ
り
て
往
生
す
る
な
り
。
決
定
の
信
心
た
つ
て
後
往
生
す
べ
し
と
い
へ
ば
、
な
ほ

心
品
に
か
へ
る
な
り
。
我
心
を
打
捨
て
一
向
に
名
号
に
よ
り
て
往
生
す
と
心
得
れ
ば
、
や
が
て
決
定
の
心
は
お
こ
る
な
り
。
是
を

決
定
の
信
た
つ
と
い
ふ
な
り）

11
（

。

と
述
べ
て
い
る
。「
凡
夫
の
心
に
は
決
定
な
し
」
と
は
、先
の
「
わ
が
心
は
不
浄
な
り
」
と
同
じ
内
容
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
決

定
は
名
号
な
り
」
と
い
い
、
自
身
の
上
に
信
心
が
起
き
な
く
て
も
、
称
名
す
れ
ば
往
生
が
で
き
る
と
い
う
。
往
生
は
衆
生
の
心
に
も
と

づ
き
、
そ
の
可
否
が
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
十
劫
正
覚
の
仏
の
名
号
に
よ
る
。
一
遍
は
さ
ら
に
、
信
心
が
生
じ
た
後
に
往

生
す
る
と
な
る
と
、
そ
れ
は
衆
生
の
心
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
往
因
か
ら
徹
底
的
に
衆
生
の
心
を
排
除
す
る
。
そ
れ
を
「
我

心
を
打
捨
て
」
と
端
的
に
表
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
名
号
に
よ
っ
て
往
生
す
る
と
心
得
る
と
、
決
定
の
信
が
生
じ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、

決
定
の
信
が
生
じ
た
か
ら
往
生
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
ま
た
一
遍
は
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
一
度
正
直
に
帰
命
し
つ
る
一
念
の
後
は
、
我
わ
れ
に
あ
ら
ず
、
心
も
南
無
阿
弥
陀
仏
の
御
心
、
身
の
振
舞
も
南

無
阿
弥
陀
仏
の
御
振
舞
、
言
も
阿
弥
陀
仏
の
御
言
葉
な
れ
ば
、
生
た
る
命
も
阿
弥
陀
仏
の
御
命
、
死
ぬ
る
い
の
ち
も
阿
弥
陀
仏
の
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御
命
な
り）

11
（

。

と
い
う
。
往
因
か
ら
徹
底
し
て
衆
生
の
心
を
排
除
す
る
か
ら
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
一
度
正
直
に
帰
命
し
つ
る
一
念
の
後
」と
い
う
の
も
、

衆
生
が
帰
命
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
素
直
に
称
え
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ

う
に
名
号
に
衆
生
が
出
会
っ
た
な
ら
ば
、「
我
わ
れ
に
あ
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
私
自
身
が
私
自
身
で
は
な
く
な
る
。「
命
も
阿
弥
陀

仏
の
御
命
」
と
あ
る
よ
う
に
、
名
号
に
よ
っ
て
衆
生
が
阿
弥
陀
仏
そ
の
も
の
に
転
換
さ
れ
て
い
く
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
遍
も
、
親
鸞
と
同
じ
く
、
名
号
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
に
衆
生
を
浄
土
に
迎
え
入
れ
る
は
た
ら
き
を
見
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
親
鸞
は
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、「
勅
命
に
従
い
め
し
に
か
な
う
」
と
い
っ
た
呼
応
関
係
を
見
て
い
る
。
こ
の

点
で
、「
信
不
信
を
え
ら
ば
ず
」
と
す
る
一
遍
と
の
差
異
が
あ
る
。

以
上
確
認
し
た
よ
う
に
、
一
遍
は
、
往
因
か
ら
徹
底
し
て
衆
生
の
心
を
排
除
し
、
信
心
す
ら
捨
て
去
り
、
た
だ
名
号
に
も
と
づ
く
と

し
た
。
信
じ
よ
う
が
信
じ
ま
い
が
、
名
号
を
称
え
た
と
こ
ろ
に
衆
生
と
仏
の
一
致
を
語
る
の
が
一
遍
の
念
仏
観
の
特
徴
で
あ
る
。

第
二
章　

念
仏
の
身
体
性

第
一
項　

仏
教
と
身
体
性

今
日
の
心
身
に
対
す
る
価
値
観
は
、
心
と
身
体
を
区
別
し
て
考
え
る
と
い
っ
た
、
心
身
二
元
論
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
。

一
方
、
仏
教
に
お
い
て
は
、
人
間
の
行
為
を
身
・
口
・
意
の
三
業
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
人
間
の
感
覚
器
官
を
眼
・
耳
・
鼻
・

舌
・
身
・
意
の
六
根
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
身
体
感
覚
に
関
わ
る
部
分
と
精
神
作
用
に
関
わ
る
部
分
を
不
可
分
な
も
の
と
し
て
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と
ら
え
る
傾
向
が
強
い
。

そ
こ
で
、
今
日
の
心
身
に
対
す
る
価
値
観
と
仏
教
に
お
け
る
理
解
と
の
隔
た
り
を
考
え
て
、
拙
稿
で
は
身
体
性
（
身
）
に
関
わ
る
も

の
と
し
て
身
業
・
口
業
を
、
精
神
性
（
心
）
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
意
業
を
、
一
応
の
対
応
関
係
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

前
章
で
法
然
・
親
鸞
・
一
遍
の
念
仏
観
を
確
認
し
た
が
、
今
日
一
般
的
に
「
念
仏
」
と
い
う
と
、
称
名
念
仏
を
指
す
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
念
仏
は
多
義
的
な
語
で
あ
り
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
称
名
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
『
雑
阿
含
経
』
な
ど
に
は
、「
南

無
仏
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
釈
尊
へ
の
尊
敬
や
尊
崇
、釈
尊
滅
後
に
お
け
る
追
慕
の
念
が
口
に
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
三
念
（
六
随
念
、
十
随
念
）
の
第
一
に
も
、
念
仏
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大
乗
仏
教
経
典
に
も
引
き
継
が
れ
、『
仏
説
観

無
量
寿
経
』（
以
下
『
観
経
』）
や
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
に
も
、「
念
仏
念
法
念
（
比
丘
）
僧）

11
（

」
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

大
乗
仏
教
の
興
隆
と
共
に
他
方
仏
思
想
が
展
開
し
、
同
時
に
仏
の
相
好
な
ど
を
観
察
す
る
観
念
念
仏
な
ど
の
行
が
体
系
化
さ
れ
て
い
っ

た
。

第
二
項　

観
念
念
仏
か
ら
称
名
念
仏
へ

第
一
節　

善
導
か
ら
法
然
へ

観
念
念
仏
は
観
仏
と
も
い
わ
れ
、
辞
書
的
に
は
、

仏
の
相
好
や
功
徳
な
ど
の
事
相
を
観
察
思
念
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
普
遍
的
な
平
等
の
理
性
を
観
察
思
念
す
る
こ
と
。
一
般
に
は

前
者
を
事
観
、
後
者
を
理
観
と
い
う
。
口
称
念
仏
に
対
す
る）

11
（

。
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と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
観
仏
は
、
心
に
置
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
精
神
的
行
為
と
い
え
る
。
実
際
に
は
、
座
禅
な
ど
の
行

為
を
伴
う
が
、
重
点
は
仏
の
相
好
な
ど
の
観
察
に
あ
る
。

さ
て
、
中
国
で
重
視
さ
れ
た
経
典
に
『
観
経
』
が
あ
る
。
慧
遠
（
浄
影
寺
）
や
吉
蔵
、
智
顗
と
い
っ
た
諸
師
は
、
こ
の
経
典
を
、
阿

弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
を
観
見
す
る
た
め
の
教
説
と
領
解
し
た
。
彼
ら
は
『
観
経
』
に
説
か
れ
る
十
六
観
を
定
善
と
し
、
三
福
を
散
善
と

し
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
観
経
』
全
体
を
通
し
て
、観
仏
三
昧
を
説
く
経
典
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
善
導
は
、『
観
経
疏
』

「
玄
義
分
」
に
お
い
て
、

今
此
観
経
即
以
観
仏
三
昧
為
宗
、
亦
以
念
仏
三
昧
為
宗
。

い
ま
こ
の
『
観
経
』
は
す
な
は
ち
観
仏
三
昧
を
も
つ
て
宗
と
な
し
、
ま
た
念
仏
三
昧
を
も
つ
て
宗
と
な
す）

11
（

。

と
い
い
、
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
を
説
く
経
典
で
あ
る
と
み
た
。
ま
た
十
六
観
に
つ
い
て
も
、

問
曰
、
云
何
名
定
善
、
云
何
名
散
善
。
答
曰
、
従
日
観
下
至
十
三
観
已
来
名
為
定
善
、
三
福
九
品
名
為
散
善
。

問
ひ
て
い
は
く
、
い
か
な
る
を
か
定
善
と
名
づ
け
、
い
か
な
る
を
か
散
善
と
名
づ
く
る
。
答
へ
て
い
は
く
、
日
観
よ
り
下
十
三

観
に
至
る
こ
の
か
た
を
名
づ
け
て
定
善
と
な
し
、
三
福
・
九
品
を
名
づ
け
て
散
善
と
な
す）

11
（

。

と
い
い
、
定
善
十
三
観
は
韋
提
希
の
請
い
に
よ
る
も
の
だ
が
、
散
善
三
観
は
釈
尊
の
自
開
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
善
導
は
、
流
通
分

に
示
さ
れ
る
阿
難
へ
の
念
仏
付
属
に
着
目
し
、
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従
仏
告
阿
難
汝
好
持
是
語
已
下
、
正
明
付
属
弥
陀
名
、
号
流
通
於
遐
代
。
上
来
雖
説
定
散
両
門
之
益
、
望
仏
本
願
、
意
在
衆
生
一

向
専
称
弥
陀
仏
名
。

「
仏
告
阿
難
汝
好
持
是
語
」
よ
り
以
下
は
、ま
さ
し
く
弥
陀
の
名
号
を
付
属
し
て
、遐
代
に
流
通
せ
し
め
た
ま
ふ
こ
と
を
明
か
す
。

上
来
定
散
両
門
の
益
を
説
く
と
い
へ
ど
も
、
仏
の
本
願
に
望
む
る
に
、
意
、
衆
生
を
し
て
一
向
に
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
仏
の
名
を
称

せ
し
む
る
に
あ
り）

12
（

。

と
述
べ
、
称
名
念
仏
を
説
く
経
典
と
理
解
し
た
。
善
導
が
、
こ
の
よ
う
に
『
観
経
』
を
領
解
し
た
の
は
、『
大
経
』
に
示
さ
れ
る
本
願

文
に
よ
る
。

『
大
経
』
十
八
願
文
に
は
、

設
我
得
仏
、
十
方
衆
生
、
至
心
信
楽
、
欲
生
我
国
、
乃
至
十
念
。

た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
の
衆
生
、
至
心
信
楽
し
て
わ
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
ひ
て
、
乃
至
十
念
せ
ん）

11
（

。

と
示
さ
れ
る
。
こ
の
「
十
念
」
の
「
念
」
に
つ
い
て
「
憶
念
」
の
義
だ
と
か
「
称
念
」
の
義
だ
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
念
」
は
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語“citta ”

で
あ
り
、「
心
」
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
経
典
本
来
の
意
味
で
は
、「
阿
弥
陀
仏
を
十
回

心
に
思
い
う
か
べ
る
こ
と
」
に
な
る
。

し
か
し
、
善
導
は
『
往
生
礼
讃
』
に
、
第
十
八
願
文
の
「
乃
至
十
念
」
を
、「
下
至
十
声
」
と
し
て
引
用
す
る
な
ど
、
十
回
の
称
念

で
あ
る
と
い
う
理
解
を
示
し
た
。

そ
し
て
「
偏
依
善
導
一
師
」
と
い
う
立
場
を
明
示
し
た
法
然
は
、「
十
念
」
と
「
十
声
」
に
つ
い
て
、『
選
択
集
』「
本
願
章
」
の
第
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四
の
問
答
で
、

問
曰
、
経
云
十
念
、
釈
云
十
声
。
念
声
之
義
如
何
。
答
曰
、
念
声
是
一
。

問
ひ
て
い
は
く
、『
経
』（
大
経
・
上
）
に
は
「
十
念
」
と
い
ふ
、〔
善
導
の
〕
釈
に
は
「
十
声
」
と
い
ふ
。
念
・
声
の
義
い
か
ん
。

答
へ
て
い
は
く
、
念
・
声
は
是
一
な
り）

1（
（

。

と
述
べ
、「
念
」
と
「
声
」
と
同
一
の
も
の
と
し
、「
十
念
」
を
十
回
の
称
名
念
仏
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
経
典
本
来
か
ら
す
れ
ば
、
十
八
願
文
の
十
念
は
憶
念
な
ど
の
心
の
範
疇
で
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
善
導
に

よ
り
十
念
を
十
声
と
理
解
す
る
方
向
性
が
見
い
出
さ
れ
、
ま
た
『
観
経
』
に
つ
い
て
も
観
仏
を
説
く
経
典
と
い
う
理
解
か
ら
、
称
名
念

仏
を
説
く
経
典
へ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
善
導
を
契
機
に
観
仏
と
い
う
精
神
作
用
を
中
心
と
す
る
念
仏
か
ら
、
身
体
感
覚
─
特
に
口
業
─
に
関
わ
る
念
仏
へ
と
転
じ

ら
れ
、
法
然
に
よ
り
、
さ
ら
に
そ
の
方
向
性
が
補
強
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節　

親
鸞
の
立
場

先
の
念
仏
観
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
親
鸞
は
法
然
の
立
場
を
踏
襲
し
て
い
る
。『
唯
信
鈔
文
意
』
に
は
、

「
十
念
」
と
い
ふ
は
、
た
ゞ
く
ち
に
十
返
を
と
な
ふ
べ
し
と
な
り
。
し
か
れ
ば
、
選
択
本
願
に
は
、「
若
我
成
仏
、
十
方
衆
生
、
称

我
名
号
下
至
十
声
、
若
不
生
者
不
取
正
覚
」
と
ま
ふ
す
は
、
弥
陀
の
本
願
は
、
と
こ
ゑ
ま
で
の
衆
生
み
な
往
生
す
と
し
ら
せ
む
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と
お
ぼ
し
て
十
声
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。
念
と
声
と
は
ひ
と
つ
こ
ゝ
ろ
な
り
と
し
る
べ
し
と
な
り
。
念
を
は
な
れ
た
る
声
な
し
、

声
を
は
な
れ
た
る
念
な
し
と
な
り）

11
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
念
と
声
を
同
一
の
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
証
左
で
あ
る
。

ま
た
、
親
鸞
は
『
信
文
類
』「
三
一
問
答
」
に
お
い
て
、

真
実
信
心
必
具
名
号
。
名
号
必
不
具
願
力
信
心
也
。

真
実
の
信
心
は
か
な
ら
ず
名
号
を
具
す
。
名
号
は
か
な
ら
ず
し
も
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
な
り）

11
（

。

と
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
名
号
と
あ
る
の
は
、
機
の
う
え
に
名
号
が
働
い
て
い
る
姿
、
つ
ま
り
称
名
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
真
実

信
心
を
得
た
人
は
、
必
ず
称
名
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
先
に
確
認
し
た
証
空
の
『
観
念
法
門
自
筆
御
鈔
』
に
お
い
て
も
、
帰
命
の

志
が
極
ま
れ
ば
、
必
ず
声
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
説
示
が
あ
っ
た
。
し
か
し
証
空
の
場
合
は
、
衆
生
の
起
こ
す
帰
命
の
思
い
が
極
ま
っ

た
と
こ
ろ
に
称
名
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
と
衆
生
の
身
口
意
の
三
業
の
不
離
を
示
し
て
い
た
。
親
鸞

が
い
う
称
名
は
、
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
報
恩
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
さ
ら
に
続
け
て
「
名
号
は
必
ず
し
も
願
力
の
信
心
を

具
せ
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
単
に
名
号
を
称
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
事
だ
け
で
本
願
力
回
向
の
信
心
が

あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
化
身
土
文
類
」
に
、

凡
大
小
聖
人
一
切
善
人
、
以
本
願
嘉
号
為
己
善
根
故
不
能
生
信
、
不
了
仏
智
。
不
能
了
知
建
立
彼
因
故
無
入
報
土
也
。

お
ほ
よ
そ
大
小
聖
人
・
一
切
善
人
、
本
願
の
嘉
号
を
も
つ
て
お
の
れ
が
善
根
と
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
信
を
生
ず
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
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仏
智
を
了
ら
ず
。
か
の
因
を
建
立
せ
る
こ
と
を
了
知
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
ゆ
ゑ
に
、
報
土
に
入
る
こ
と
な
き
な
り）

11
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
称
名
を
己
の
功
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
真
実
信
心
は
備
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
次
に
真
実
信
心
と
称
名
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。「
行
文
類
」
に
は
、

凡
就
往
相
回
向
行
信
、
行
則
有
一
念
、
亦
信
有
一
念
。

お
ほ
よ
そ
往
相
回
向
の
行
信
に
つ
い
て
、
行
に
す
な
は
ち
一
念
あ
り
、
ま
た
信
に
一
念
あ
り）

11
（

。

と
あ
る
。
行
一
念
と
は
、
先
の
文
に
続
い
て
、

言
行
之
一
念
者
、
謂
就
称
名
徧
数
顕
開
選
択
易
行
至
極
。

行
の
一
念
と
い
ふ
は
、
い
は
く
、
称
名
の
遍
数
に
つ
い
て
選
択
易
行
の
至
極
を
顕
開
す）

11
（

。

と
あ
り
、
さ
ら
に
、

故
大
本
言
、
仏
語
弥
勒
、
其
有
得
聞
彼
仏
名
号
、
歓
喜
踊
躍
乃
至
一
念
。
当
知
、
此
人
為
得
大
利
。
則
是
具
足
無
上
功
徳
。

ゆ
ゑ
に
『
大
本
』（
大
経
・
下
）
に
の
た
ま
は
く
、「
仏
、
弥
勒
に
語
り
た
ま
は
く
、〈
そ
れ
か
の
仏
の
名
号
を
聞
く
こ
と
を
得
て
、

歓
喜
踊
躍
し
て
乃
至
一
念
せ
ん
こ
と
あ
ら
ん
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
の
人
は
大
利
を
得
と
す
。
す
な
は
ち
こ
れ
無
上
の
功
徳

を
具
足
す
る
な
り
〉」
と）

11
（

。
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と
、『
大
経
』
を
引
用
す
る
。
こ
の
一
念
は
、
名
号
が
衆
生
の
声
と
な
っ
て
活
動
す
る
信
心
獲
得
後
の
最
初
の
一
声）

11
（

の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
一
念
の
所
に
、
大
利
を
得
る
と
示
し
て
い
る
。
信
心
獲
得
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
称
え
る
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
往
生
成
仏
の

因
果
成
立
す
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、名
号
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
大
利
を
得
て
、無
上
の
功
徳
を
具
足
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

歓
喜
に
つ
い
て
『
一
念
多
念
文
意
』
に
、

「
歓
喜
」
と
い
ふ
は
、「
歓
」
は
み
を
よ
ろ
こ
ば
し
む
る
な
り
、「
喜
」
は
こ
ゝ
ろ
に
よ
ろ
こ
ば
し
む
る
な
り
。
う
べ
き
こ
と
を
え

て
む
ず
と
か
ね
て
さ
き
よ
り
よ
ろ
こ
ぶ
こ
ゝ
ろ
な
り）

12
（

。

と
示
す
よ
う
に
、
信
心
の
開
け
お
こ
っ
た
一
念
の
後
に
、
心
身
に
わ
た
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
歓
喜
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
信
一
念
と
は
、「
信
文
類
」
に
、

夫
按
真
実
信
楽
、
信
楽
有
一
念
。
一
念
者
斯
顕
信
楽
開
発
時
剋
之
極
促
、
彰
広
大
難
思
慶
心
也
。

そ
れ
真
実
の
信
楽
を
案
ず
る
に
、
信
楽
に
一
念
あ
り
。
一
念
と
は
こ
れ
信
楽
開
発
の
時
剋
の
極
促
を
顕
し
、
広
大
難
思
の
慶
心

を
彰
す
な
り）

11
（

。

と
示
し
、
さ
ら
に
続
け
て
、

是
以
大
経
言
、
諸
有
衆
生
、
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
、
乃
至
一
念
。
至
心
廻
向
。
願
生
彼
国
、
即
得
往
生
、
住
不
退
転
。

こ
こ
を
も
つ
て『
大
経
』（
下
）に
の
た
ま
は
く
、「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
、そ
の
名
号
を
聞
き
て
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
、乃
至
一
念
せ
ん
。
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至
心
に
回
向
し
た
ま
へ
り
。
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
は
ち
往
生
を
得
、
不
退
転
に
住
せ
ん
」
と）

1（
（

。

と
、『
大
経
』
を
引
用
す
る
こ
と
か
ら
、第
十
八
願
成
就
文
の
「
一
念
」
で
あ
る
。
こ
の
信
一
念
と
は
、「
信
楽
開
発
時
剋
極
促
」（
初
一
念
）

と
あ
る
よ
う
に
、
信
心
の
開
け
お
こ
っ
た
最
初
の
時
を
さ
し
て
い
る
。「
信
心
歓
喜
」
と
は
、
第
十
八
願
文
の
信
楽
に
対
応
す
る
。
信

楽
と
は
、「
信
文
類
」
に
「
疑
蓋
無
間
雑
」
な
ど
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
如
来
の
救
い
に
対
し
て
疑
い
の
全
く
無
い
心
で
あ
り
、
こ
れ

が
成
就
文
で
は
「
信
心
歓
喜
」
と
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、「
疑
蓋
無
雑
の
心
（
信
）
が
そ
の
ま
ま
歓
喜
の
心
（
楽
）
で
あ
る）

11
（

」
と
さ
れ
る
。

ま
た
、親
鸞
は
「
信
楽
」
を
「
歓
喜
賀
慶
心
」
と
も
言
い
換
え
て
い
る
よ
う
に
、こ
の
歓
喜
は
信
心
の
異
名
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
よ
っ

て
「
浄
土
往
生
が
決
定
し
、
浄
土
に
生
ま
れ
る
事
に
安
堵
し
た
当
初
の
歓
喜
」
と
い
わ
れ
、
初
一
念
に
は
、
身
口
意
の
三
業
に
よ
ろ
こ

び
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
よ
ろ
こ
び
が
生
じ
る
な
ら
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
が
因
と
な
っ
て
往
生
が
決
定
す
る
と
い
う
誤
解
を

生
じ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
信
一
念
と
行
一
念
に
よ
っ
て
、
信
心
の
開
け
お
こ
る
時
が
往
生
成
仏
住
不
退
転
の
時
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
ま
た
衆
生
の

三
業
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た
称
名
の
所
に
、
大
い
な
る
利
益
と
無
上
の
功
徳
が
備
わ
っ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
善
導
・
法
然
に
よ
っ

て
示
さ
れ
た
称
名
念
仏
を
継
承
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
底
に
存
在
す
る
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
回
向
の
信
心
を
強
調
し
た
の
が
、
親
鸞
の

立
場
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、「
歓
」
の
語
に
つ
い
て
「
み
を
よ
ろ
こ
ば
し
む
る
」
と
解
釈
し
な
が
ら
も
、口
称
の
念
仏
に
留
ま
っ

て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。

第
三
項　

踊
念
仏

一
遍
は
、弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
、信
濃
国
小
田
切
の
里
（
伴
野
と
も
考
え
ら
れ
る
）
に
お
い
て
、初
め
て
踊
念
仏
を
修
し
た
と
い
う
。
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『
一
遍
聖
絵
』
に
は
唐
突
に
、

抑
を
ど
り
念
仏
は
、
空
也
上
人
或
は
市
屋
、
或
は
四
条
の
辻
に
て
始
行
し
給
け
り
。（
中
略
）
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
ま
な
ぶ
も
の

を
の
づ
か
ら
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
利
益
猶
あ
ま
ね
か
ら
ず
。
し
か
る
を
い
ま
時
い
た
り
、
機
熟
し
け
る
に
や）

11
（

。

と
、
踊
念
仏
の
解
説
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
踊
念
仏
は
平
安
中
期
に
、
市
聖
と
し
て
活
躍
し
た
空
也
に
始
ま
り
、

そ
れ
以
後
踊
念
仏
を
行
じ
る
者
は
あ
っ
た
が
、
一
遍
に
至
っ
て
そ
の
機
が
熟
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
遍
の
踊
念
仏
は
、
当
時
の
仏
教
界
に
す
ぐ
さ
ま
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
は
い
い
難
い
。
例
え
ば
延
暦
寺
の
僧
重
豪
が
、「
踊

り
な
が
ら
念
仏
を
申
す
と
は
け
し
か
ら
ん
」
と
い
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
一
遍
は
、

は
ね
ば
は
ね
よ
を
ど
ら
ば
を
ど
れ
は
る
こ
ま
の

の
り
の
み
ち
を
ば
し
る
人
ぞ
し
る）

11
（

と
答
え
た
。
そ
れ
に
対
し
、
重
豪
は
次
の
よ
う
な
歌
を
返
し
た
。

心
こ
ま
の
り
し
づ
め
た
る
も
の
な
ら
ば

さ
の
み
は
は
く
や
お
ど
り
は
ぬ
べ
き）

11
（

我
執
を
お
さ
え
、
心
の
静
ま
っ
た
者
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
踊
る
必
要
は
な
か
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
遍
は
そ
れ
に
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対
し
、と

も
は
ね
よ
か
く
て
も
を
ど
れ
こ
ゝ
ろ
こ
ま

み
だ
の
み
の
り
と
き
く
ぞ
う
れ
し
き）

11
（

と
答
え
た
。
こ
れ
は
先
の
念
仏
賦
算
に
対
す
る
意
識
と
同
様
、
一
切
衆
生
の
往
因
は
十
劫
の
昔
に
阿
弥
陀
仏
の
側
で
成
立
し
て
い
る
。

だ
か
ら
そ
の
教
え
を
聞
く
だ
け
で
、
嬉
し
く
な
る
の
だ
と
い
う
。
そ
の
嬉
し
さ
か
ら
、
文
字
通
り
踊
躍
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
救
わ
れ
た
う
れ
し
さ
を
表
現
す
る
念
仏
と
い
う
理
解
は
、
証
空
の
念
仏
観
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

そ
れ
を
身
体
的
な
踊
念
仏
と
し
た
点
が
、
一
遍
の
独
創
と
い
え
よ
う
。

一
方
で
、『
一
遍
聖
絵
』
で
は
、
な
ぜ
踊
念
仏
を
行
じ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
先
に
確
認
し
た
一
遍

の
念
仏
観
か
ら
も
、
直
接
的
に
踊
念
仏
を
行
っ
た
理
由
を
導
き
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
踊
念
仏
を
行
じ
た
意
図
に
つ
い
て
、
別
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
弘
安
九
（
一
二
八
六
）
年
に
、
当

麻
寺
で
書
い
た
『
誓
願
偈
文
』
に
は
、

我
弟
子
等　

願
従
今
身）

11
（

我
弟
子
等
、
願
わ
く
は
今
身
よ
り

と
あ
る
。
一
遍
に
は
、全
国
を
遊
行
す
る
中
で
多
く
の
弟
子
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
、時
宗
集
団
の
持
ち
物
を
定
め
る
、戒
を
定
め
る
な
ど
、

教
団
と
し
て
の
位
置
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
教
化
者
を
自
覚
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
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が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

衆
生
と
名
号
の
接
点
に
お
い
て
考
え
る
と
、
一
遍
に
お
い
て
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
衆
生
が
名
号
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
た
と
こ

ろ
に
、
衆
生
存
在
が
転
ぜ
ら
れ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
親
鸞
の
主
張
す
る
よ
う
な

他
力
回
向
の
信
心
も
存
在
せ
ず
、
た
だ
名
号
に
よ
る
と
い
う
確
信
が
あ
る
。
そ
の
上
で
一
遍
は
、
人
々
に
念
仏
を
称
え
さ
せ
る
た
め
に

賦
算
を
し
、
さ
ら
に
踊
念
仏
を
行
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
橋
俊
雄
氏
は
、

不
安
を
解
消
し
た
い
が
た
め
に
、
体
を
動
か
し
て
踊
り
、
念
仏
を
称
え
る
と
い
っ
た
踊
り
念
仏
が
、
民
衆
の
間
に
迎
え
入
れ
ら
れ

た
。
踊
り
念
仏
は
「
宗
教
的
歌
声
運
動
」
と
表
現
す
る
人
も
い
る
が
、
踊
り
念
仏
を
通
し
て
連
帯
感
が
強
ま
り
、
個
人
的
に
は
エ

ク
ス
タ
シ
ー
を
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
放
感
を
味
わ
い
た
い
と
い
う
願
い
が
、
踊
り
念
仏
を
流
行
さ
せ
て
い
っ
た）

11
（

。

と
、
評
価
し
て
い
る
。
一
遍
自
身
に
は
、
名
号
に
よ
る
往
生
が
確
信
さ
れ
、
そ
れ
が
よ
ろ
こ
び
と
な
っ
て
、
文
字
通
り
踊
躍
歓
喜
と

し
て
、
身
業
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
市
井
の
人
々
に
と
っ
て
、
そ
こ
ま
で
の
確
信
を
持
つ
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
逆
説
的
に
民
衆
を
引
き
付
け
る
た
め
の
踊
念
仏
を
行
じ
る
こ
と
で
、
名
号
を
称
え
さ
せ
る
と
い
う
方
向
転
換
を
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
身
業
と
し
て
行
わ
れ
る
踊
念
仏
は
、
賦
算
と
と
も
に
、
一
遍
の
教
化
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
生
じ
た
教
化
法
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。結

論

以
上
、
善
導
・
法
然
に
よ
り
、
観
念
念
仏
と
い
う
精
神
的
要
素
に
重
点
を
置
い
た
念
仏
か
ら
、
称
名
念
仏
へ
と
身
体
的
要
素
が
強
化
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さ
れ
た
。
親
鸞
は
そ
の
称
名
念
仏
を
受
け
つ
つ
、
そ
の
根
底
に
存
在
す
る
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
回
向
の
信
心
を
強
調
し
た
と
い
え
る
。

さ
ら
に
一
遍
に
お
い
て
は
、
身
業
の
上
に
踊
念
仏
が
行
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
具
体
的
な
身
体
的
行
為
と
な
る
。
し
か
し
一
遍
は
、

た
だ
十
劫
正
覚
の
仏
の
名
号
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
理
解
し
て
お
り
、
踊
る
と
い
う
行
為
を
求
め
た
の
で
は
な
い
。
踊
念
仏
は
、
ま
さ

に
『
大
経
』
に
あ
る
通
り
、
歓
喜
の
表
現
だ
っ
た
。
一
方
で
、
踊
念
仏
と
い
う
形
態
に
は
、
一
般
の
人
々
を
引
き
付
け
て
や
ま
な
い
魅

力
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
体
を
動
か
し
て
踊
念
仏
を
称
え
る
と
い
っ
た
身
体
的
行
為
が
、
参
加
す
る
人
々
の
連
帯
感
を
強
め
、
ま
た
個
人

の
宗
教
的
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
効
果
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
遍
の
教
化
者
と
し
て
の
立
場
が
、
踊
念
仏
を
行
じ
た
理
由

の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
法
然
・
親
鸞
・
一
遍
を
通
し
て
、
念
仏
は
、
歴
史
的
な
展
開
の
上
で
、
心
の
範
疇
か
ら
具
体
的
な
身
体
性
を
伴
う
も

の
へ
と
拡
張
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
、
身
・
口
・
意
の
三
業
に
よ
ろ
こ
び
を
表
す
の
は
第
二
念
以
後
の
後
続
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
身
体
性
を
と
も
な
う
宗
教
体
験
が
求
め
ら
れ
る
趨
勢
に
対
し
、
念
仏
芸
能
の
な
ど
の
仏
教
を
背
景
に
有
す
る
様
々
な

伝
統
芸
能
は
、
何
等
か
の
示
唆
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
遍
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
踊
念
仏
は
、
後
に
芸
能
的
要
素
が
強
く
な
り
、

念
仏
踊
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
序
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
真
宗
の
特
長
で
あ
る
「
共
感
性
」
の
具
体
例
で
あ
る
講
組
織
等
は
、

人
び
と
が
相
集
い
、
共
に
念
仏
を
称
え
る
な
ど
し
て
き
た
歴
史
を
有
す
る
。
そ
れ
を
大
切
に
す
べ
き
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

身
体
性
を
と
も
な
う
活
動
は
、
信
仰
へ
の
入
口
の
一
助
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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【
註
】

（
１
）
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、
お
遍
路
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
等
、
宗
教
関
連
の
流
行
の
背
景
に
は
、「
自
然
」「
身
体
性
」
と
い
う
要
素
が
大
い
に
影
響
し
て
い

る
が
、
他
宗
に
比
し
て
真
宗
と
い
う
仏
道
に
は
「
自
然
」
や
「
身
体
性
」
は
要
素
と
し
て
希
薄
。
さ
ら
に
は
親
鸞
聖
人
が
「
自
力
を
捨
て
て
他
力
に
帰

す
る
」
ま
で
に
通
ら
れ
た
ご
修
行
の
過
程
を
経
な
い
た
め
に
、
真
宗
教
学
を
概
念
的
に
の
み
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
嫌
い
も
あ
る
。

時
代
の
宗
教
的
要
請
に
真
宗
と
し
て
応
答
す
る
方
向
性
と
し
て
は
、「
共
感
性
」
と
い
う
真
宗
の
際
立
っ
た
特
長
を
生
か
し
た
様
々
な
体
験
機
会
を
創
出

し
て
い
く
こ
と
の
方
向
性
が
考
え
ら
れ
る
。
真
宗
で
は
僧
侶
と
門
信
徒
が
救
い
の
上
で
同
じ
立
場
に
あ
る
。
人
生
を
聞
法
の
道
場
と
し
、
門
信
徒
の
方
々

も
経
験
す
る
人
生
の
苦
悩
の
中
で
ご
法
義
を
味
わ
い
、
門
信
徒
と
の
「
共
感
」
の
元
で
ご
法
義
を
共
に
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
肝
要
。（『
宗
報
』
二
〇
一
六
年
一
一
・
一
二
月
合
併
号　

三
二
頁
）

（
２
）
各
地
域
に
伝
わ
る
念
仏
踊
り
な
ど
。
真
宗
関
係
で
は
加
賀
の
シ
ャ
シ
ャ
ム
シ
ャ
踊
り
（
別
名
：
蓮
如
踊
り
）
な
ど
が
伝
わ
る
。

（
３
）
こ
れ
ら
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
、
時
宗
の
開
祖
、
宗
祖
と
さ
れ
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
法
然
・
親
鸞
に
つ

い
て
は
、
両
者
が
直
接
師
弟
関
係
も
あ
っ
た
こ
と
、
後
の
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
教
団
の
規
模
を
背
景
に
、
先
行
研
究
は
膨
大
な
数
に
上
る
。
そ
れ
に
比

べ
る
と
、
一
遍
に
関
す
る
研
究
は
比
較
的
少
な
い
。
ま
た
、『
一
遍
聖
絵
』
に
は
、

つ
ね
に「
我
化
導
は
一
期
ば
か
り
ぞ
」と
の
た
ま
ひ
し
が
、所
持
の
書
籍
等
、阿
弥
陀
経
を
よ
み
て
手
づ
か
ら
や
き
給
し
か
ば（
橘
俊
道
・
梅
谷
繁
樹『
一

遍
上
人
全
集
』（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
）
一
〇
九
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
一
遍
は
死
に
臨
ん
で
所
持
し
て
い
た
一
切
の
書
籍
を
焼
き
払
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
一
遍
の
思
想
研
究
自
体
、
著
述
に
も
と
づ

い
て
お
こ
な
う
こ
と
が
困
難
だ
と
い
う
事
情
も
あ
る
。

（
４
）
一
心
専
念
弥
陀
名
号
、
行
住
坐
臥
不
問
時
節
久
近
念
念
不
捨
者
、
是
名
正
定
之
業
。
順
彼
仏
願
故
。（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』（
以
下
『
浄
聖
全
』）
一
・

七
六
七
頁
）

一
に
は
一
心
に
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
じ
て
、
行
住
坐
臥
に
時
節
の
久
近
を
問
は
ず
念
々
に
捨
て
ざ
る
は
、
こ
れ
を
正
定
の
業
と
名
づ
く
、
か

の
仏
の
願
に
順
ず
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。（『
浄
土
真
宗
聖
典　

七
祖
篇
《
註
釈
版
》』（
以
下
『
七
祖
篇
註
釈
版
』）
四
六
三
頁
）

（
５
）
法
然
の
思
想
背
景
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
源
信
と
永
観
、
さ
ら
に
珍
海
で
あ
る
。
法
然
は
、『
漢
語
灯
録
』「
大
経
釈
」
に
お
い
て
、
善
導
の
義
を

補
助
す
る
も
の
と
し
て
中
国
、日
本
の
祖
師
を
挙
げ
、そ
の
中
で
先
の
三
者
の
名
を
出
し
て
い
る
。
特
に
永
観
と
珍
海
は
と
も
に
、善
導
の
『
観
経
疏
』「
散

善
義
」
就
行
立
信
釈
を
引
用
す
る
な
ど
、
法
然
に
与
え
た
影
響
は
多
大
で
あ
る
と
い
え
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
。

永
観
『
往
生
十
因
』
善
導
和
尚
云
行
有
二
種
一
一
心
專
念
彌
陀
名
號
是
名
正
定
業
順
彼
佛
本
願
故
若
依
禮
誦
等
即
名
助
業
除
此
二
行
自
餘
諸
善
悉
名
雜

行
（『
浄
土
宗
全
書
』
一
五
巻
、
三
九
一
頁
）
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珍
海『
決
定
往
生
集
』一
者
一
心
專
念
彌
陀
名
號
行
住
坐
臥
不
問
時
節
久
近
念
念
不
捨
是
名
正
定
之
業
順
彼
佛
願
故（『
浄
土
宗
全
書
』一
五
巻
、四
九
〇
頁
）

（
６
）『
浄
聖
全
』
一
・
一
三
二
四
頁
、『
七
祖
篇
註
釈
版
』
一
二
八
五
頁

（
７
）『
真
宗
聖
教
全
書
』（
以
下
『
真
聖
全
』）
四
・
五
八
九
〜
五
九
〇
頁

（
８
）『
浄
聖
全
』
一
・
一
二
七
〇
頁
、『
七
祖
篇
註
釈
版
』
一
二
〇
七
頁

（
９
）『
浄
聖
全
』
一
・
一
二
七
〇
頁
、『
七
祖
篇
註
釈
版
』
一
二
〇
七
頁

（
10
）
名
号
是
万
徳
之
所
帰
也
然
則
弥
陀
一
仏
所
有
四
智
三
身
十
力
四
無
畏
等
一
切
内
証
功
徳
相
好
光
明
説
法
利
生
等
一
切
外
用
功
徳
皆
悉
摂
在
阿
弥
陀
仏
名

号
之
中
故
名
号
功
徳
最
為
勝
也
（『
浄
聖
全
』
一
・
一
二
七
〇
頁
）

名
号
は
こ
れ
万
徳
の
帰
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
弥
陀
一
仏
の
あ
ら
ゆ
る
四
智
・
三
身
・
十
力
・
四
無
畏
等
の
一
切
の
内
証
の
功
徳
、

相
好
・
光
明
・
説
法
・
利
生
等
の
一
切
の
外
用
の
功
徳
、
み
な
こ
と
ご
と
く
阿
弥
陀
仏
の
名
号
の
な
か
に
摂
在
せ
り
。
ゆ
ゑ
に
名
号
の
功
徳
も
つ
と

も
勝
と
な
す
。（『
七
祖
篇
註
釈
版
』
一
二
〇
七
頁
）

（
11
）
念
仏
易
修
諸
行
難
修
（『
浄
聖
全
』
一
・
一
二
七
〇
〜
一
二
七
一
頁
）

念
仏
は
修
し
や
す
し
、
諸
行
は
修
し
が
た
し
。（『
七
祖
篇
註
釈
版
』
一
二
〇
八
頁
）

（
12
）『
浄
聖
全
』
一
・
一
二
七
一
〜
一
二
七
二
頁
、『
七
祖
篇
註
釈
版
』
一
二
〇
九
〜
一
二
一
〇
頁

（
13
）『
真
聖
全
』
四
・
二
一
四
頁

（
14
）『
真
聖
全
』
四
・
六
四
一
頁

（
15
）
殿
の
比
叡
の
山
に
堂
僧
つ
と
め
て
お
は
し
ま
し
ま
し
け
る
が
（『
浄
土
真
宗
聖
典
《
註
釈
版
》
第
二
版
』（
以
下
『
註
釈
版
』）
八
一
四
頁
）

（
16
）『
浄
聖
全
』
二
・
一
五
頁
、『
註
釈
版
』
一
四
一
頁

（
17
）『
浄
聖
全
』
二
・
四
八
頁
、『
註
釈
版
』
一
八
五
頁

（
18
）『
浄
聖
全
』
二
・
六
四
一
〜
六
四
二
頁

（
19
）『
浄
聖
全
』
二
・
四
九
二
頁

（
20
）『
浄
聖
全
』
二
・
六
三
頁
、『
註
釈
版
』
二
〇
六
頁

（
21
）「
大
信
心
者
則
是
（
中
略
）
証
大
涅
槃
之
真
因
」
や
「
涅
槃
真
因
唯
以
信
心
」
な
ど

（
22
）『
浄
聖
全
』
二
・
六
二
頁
、『
註
釈
版
』
二
〇
五
頁

（
23
）『
浄
聖
全
』
二
・
二
一
〇
頁
、『
註
釈
版
』
四
一
三
頁

（
24
）『
浄
聖
全
』
一
・
一
二
九
八
頁



浄土教における念仏の諸相

80

（
25
）『
浄
聖
全
』
二
・
三
五
頁
、『
註
釈
版
』
一
七
〇
頁

（
26
）『
浄
聖
全
』
二
・
六
二
五
頁

（
27
）
出
家
の
理
由
と
し
て
、
実
母
の
死
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
一
遍
聖
絵
』
に
は
「
十
歳
に
て
悲
母
に
を
く
れ
て
、
始
て
無
常
の
理
を
さ
と
り
給
ひ
ぬ
」（
大
橋

俊
雄
校
注
『
一
遍
聖
絵
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
頁
）
と
あ
り
、『
一
遍
上
人
年
譜
略
』
に
は
、「
今
年
悲
母
死
。
松
壽
丸
覺
學
常
理
。
有
出
家
志
。」

（
塙
保
己
一
編
『
続
群
書
類
従
』
第
九
巻
上
、
株
式
会
社
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
一
〇
頁
）
と
あ
る
。

（
28
）『
一
遍
聖
絵
』
に
は
、
華
台
は
訪
れ
た
一
遍
に
対
し
、「
さ
て
は
昔
の
同
胞
の
弟
子
に
こ
そ
、
往
事
い
ま
だ
わ
す
れ
ず
、
旧
好
い
と
む
つ
ま
じ
」（
大
橋
俊

雄
校
注
『
一
遍
聖
絵
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
頁
）
と
述
べ
た
と
あ
る
。
同
朋
の
弟
子
と
い
う
の
は
、
一
遍
の
父
通
広
が
、
聖
達
、
華
台
と
同

門
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
29
）
再
度
の
出
家
に
つ
い
て
は
、『
一
遍
聖
絵
』
に
、

「
聖
と
し
か
と
は
、
里
に
ひ
さ
し
く
あ
り
て
は
難
に
あ
ふ
」
と
い
へ
る
風
情
も
、
お
も
ひ
あ
わ
せ
ら
る
ゝ
事
侍
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
何
ら
か
の
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
30
）
行
観
『
選
択
集
秘
抄
』（『
浄
土
宗
全
書
』
八
・
三
五
九
頁
）

（
31
）『
西
山
叢
書
』
第
四
巻
（
西
山
短
期
大
学
編
、
一
九
九
三
年
）
一
七
一
頁

（
32
）
髙
城
宏
明
「
西
山
證
空
の
念
仏
観
」（『
西
山
学
苑
研
究
紀
要
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
七
年
）

（
33
）
髙
城
前
掲
論
文

（
34
）
髙
城
前
掲
論
文

（
35
）『
法
然
聖
人
全
集
』
三
〇
六
頁

（
36
）
河
野
憲
善
「
十
一
不
二
の
論
理
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
一
〇-

一
、一
九
六
二
年
）

（
37
）
橘
俊
道
・
梅
谷
繁
樹
『
一
遍
上
人
全
集
』（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
）
八
頁

（
38
）
河
野
氏
は
、「
十
一
不
二
と
は
十
劫
正
覚
と
一
念
往
生
と
が
不
二
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
十
劫
の
昔
法
蔵
因
位
の
大
願
が
果
遂
さ
れ
、
仏
は
西
方
浄
土
の

教
主
と
し
て
成
仏
し
た
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
限
り
、
不
取
正
覚
と
誓
わ
れ
て
い
る
か
ら
欲
生
我
国
の
生
は
遠
い
過
去
に
完
了
し
て
い
る
。
し
か
る
に

凡
夫
は
過
去
に
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
私
が
凡
夫
で
あ
り
、
今
こ
こ
に
い
る
。
満
た
さ
れ
た
条
件
の
内
容
は
衆
生
の
念
仏
に
決
定
し

て
い
る
。」
と
述
べ
る
。（「
十
一
不
二
の
論
理
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
一
二-
一
、一
九
六
四
年
））

（
39
）『
一
遍
上
人
全
集
』
一
九
頁

（
40
）『
一
遍
上
人
全
集
』
二
〇
頁
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（
41
）『
一
遍
上
人
全
集
』
一
六
四
頁

（
42
）『
一
遍
上
人
全
集
』
一
四
八
頁

（
43
）『
一
遍
上
人
全
集
』
一
五
五
〜
一
五
六
頁

（
44
）『
一
遍
上
人
全
集
』
一
九
五
頁

（
45
）『
浄
聖
全
』
一
・
八
四
頁
、
一
〇
七
頁

（
46
）『
浄
土
真
宗
辞
典
』
一
〇
八
頁

（
47
）『
浄
聖
全
』
一
・
六
六
〇
頁
、『
七
祖
篇
註
釈
版
』
三
〇
五
頁

（
48
）『
浄
聖
全
』
一
・
六
六
二
頁
、『
七
祖
篇
註
釈
版
』
三
〇
七
〜
三
〇
八
頁

（
49
）『
浄
聖
全
』
一
・
七
九
二
頁
、『
七
祖
篇
註
釈
版
』
五
〇
〇
頁

（
50
）『
浄
聖
全
』
一
・
二
五
頁
、『
註
釈
版
』
一
八
頁

（
51
）『
浄
聖
全
』
一
・
一
二
七
三
頁
、『
七
祖
篇
註
釈
版
』
一
二
一
二
頁

（
52
）『
浄
聖
全
』
二
・
七
一
五
〜
七
一
六
頁

（
53
）『
浄
聖
全
』
二
・
九
〇
頁
、『
註
釈
版
』
二
四
五
頁

（
54
）『
浄
聖
全
』
二
・
二
一
〇
頁
、『
註
釈
版
』
四
一
二
〜
四
一
三
頁

（
55
）『
浄
聖
全
』
二
・
四
九
頁
、『
註
釈
版
』
一
八
七
頁

（
56
）『
浄
聖
全
』
二
・
四
九
頁
、『
註
釈
版
』
一
八
七
頁

（
57
）『
浄
聖
全
』
二
・
四
九
頁
、『
註
釈
版
』
一
八
八
頁

（
58
）『
新
編
安
心
論
題
綱
要
』
一
〇
三
頁

（
59
）『
浄
聖
全
』
二
・
六
六
二
頁

（
60
）『
浄
聖
全
』
二
・
九
三
頁
、『
註
釈
版
』
二
五
〇
頁

（
61
）『
浄
聖
全
』
二
・
九
三
頁
、『
註
釈
版
』
二
五
〇
頁

（
62
）『
新
編
安
心
論
題
綱
要
』
二
二
頁

（
63
）『
一
遍
上
人
全
集
』
三
一
頁

（
64
）『
一
遍
上
人
全
集
』
三
三
頁

（
65
）『
一
遍
上
人
全
集
』
三
三
頁
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（
66
）『
一
遍
上
人
全
集
』
三
三
〜
三
四
頁

（
67
）『
一
遍
上
人
全
集
』
七
六
頁

（
68
）
大
橋
俊
雄
校
注
『
一
遍
聖
絵
』
一
四
七
〜
一
四
八
頁

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

日
本
浄
土
教　

念
仏　

身
体
性




